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されています。

ND表紙デザイン
　阿部 浩志
　株式会社デコラム（広島ディスプレイ協会）

日デ連：通年募集のお知らせ
A）地域振興賞（応募無料）� 応募資格：構成員限定
地域振興賞とは、各協会、組合員の皆様から、各地域のディスプレイやプロジェ
クトを推薦して頂く賞になります。

全国紙や全国放送での扱いは小さくても、地方新聞や地方局などでは大きく取り上げられ
た祭りや催事、新規店等、地元の方々にクローズアップされた作品・プロジェクトを是非ご
応募下さい。
応募方法
下記①と②を事務局迄送付して頂くのみ！
①専用の応募資料票（当連合会 HP にてダウンロード）
②マスコミ等でとりあげられた記事（新聞・雑誌、ネット記事等）のコピー
掲載 ･発表
2025年審査会（2025.7.31）終了後、受賞内容を当連合会 HP にて発表、並びに
当連合会刊行の年鑑にて掲載予定。
ディスプレイ産業賞贈賞式（2025.10.30）にて贈賞予定。
締切日
2025年度分の締切は7月11日となります。12日以降は2026年度分となります。
送付先
郵送：104-0031　東京都中央区京橋3-9-4新京橋ビル9階
メール：award@display.or.jp　ディスプレイ産業賞担当行き

B）機関誌ND（NIPPON�DISPLAY）�2026年度表紙デザイン募集
1．テーマは自由

現在・未来のディスプレイを感じさせるディスプレイ業を象徴したビジュアル等。
但し、写真素材使用の場合は著作権フリーの物を使用して下さい。
※ 年に4回　1月 /3月 /5月 /7月の発刊（5月号より一年間）
※ 表紙に必要な文字要素は現状のまま、但しロゴ・デザインは変更可能
※ ND・NIPPON DISPLAY・年度・号数は必ず入れる
※ A4縦、4色
※ 採用作品には体裁を整える為手直しをお願いする場合もあります
※  印刷の際は採用時のイラストデータ及び PDF データを使用し、色調整、訂正等はできない

旨ご了承下さいますようお願い致します
※ 選出作品の著作権は当連合会に帰属となります

2．応募締切日　2026年2月27日（金）17時
3．賞金　金一封（50,000円）
4．発表　2026年春の広報委員会にて選考予定（2026年4月上旬予定）
5．応募方法　 会社名・担当者名、連絡先と4つのデザインをイラストレーターや

PDF 等にて当連合会事務局迄お送り下さい。  
送付先　メール：kouho@display.or.jp　広報担当行き

たくさんのご応募お待ちしております
（一社）日本ディスプレイ業団体連合会　電話03-5524-3101
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令和7年度　事業計画
自　令和 7年 4月 1 日
至　令和 8年 3月31日

―　概況　―

―　令和6年度　主要事業・実績　――　重点施策　―

―　基本方針　―

ディスプレイを通じて生活文化の向上及び
国土景観の発揚に寄与する事業

ディスプレイ産業賞に関する審査と表彰
ディスプレイ振興に関するセミナー・シンポジウムの開催
ディスプレイの教育研修及び特別講習の開催
新たな事業拡大への探求

1

ディスプレイを通じた産業の国際化に寄与
する事業

海外諸団体との交流及び事業への協力

3

組織強化に資する事業

会員相互の交流� 広報事業
・全国大会の実施	 ・機関誌「ND」の刊行
・地区交流会の実施	 ・ホームページでの情報発信
・地区委員会の実施	 ・LINE 公式アカウント、インスタグラム、Xによる情報発信
・会員・構成員及び協賛会員の増強

5

その他

・	（一社）日本空間デザイン協会、（公社）商業施設技術団体連合会、（一社）日本屋外広告業団体連合会、	
（公社）日本サイン協会、（公社）日本サインデザイン協会の会議・行事への参加と交流

6

図書等の販売斡旋及び保険制度の�
斡旋等の事業

専門図書の発刊、斡旋
保険の斡旋

4

ディスプレイを通じて地域の活性化に
寄与する事業

地域振興賞の募集及び PR
セミナー・シンポジウムの地方開催
教育研修の地方開催

2

以上

　個人消費、企業収益及びインバウンド消費が増加していること等により、景気は緩やかに回復しております。一方で、原材料・エネルギー
価格の高騰等による物価上昇に加えて、中東情勢等を要因とする世界経済の減速懸念があることにより、今後の先行きは不透明な状況に
あるといえます。
　当ディスプレイ業界の事業環境においても資材等の価格高騰によるコスト増、人手不足問題、残業規制順守等の課題があるものの、大
阪・関西万博のみならず業界の需要は増加しており、業界内における相互連携を強化することにより、よりよい社会の実現に空間創造を通
して貢献してまいります。

3

令和6年度　事業報告書
自　令和 6年 4月 1 日
至　令和 7年 3月31日

―　概況　―

―　令和6年度　主要事業・実績　――　重点施策　―

―　基本方針　―

1	 	ディスプレイを通じて生活文化の向上及び�
国土景観の発揚に寄与する事業

①ディスプレイに関する表彰
　経済産業省及び日本経済新聞社の後援を得て「ディスプレイ産
業賞」の顕彰事業を実施し、応募総数120点より厳正な審査によ
り大賞・経済産業大臣賞1点、特別賞・日本経済新聞社賞1点、優秀
賞・経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞6点、奨励賞・日本
ディスプレイ業団体連合会賞13点、入選30点を選出しました。
　10月9日にホテルグランドアーク半蔵門にて贈賞式を開催し、
入賞作品を収めた｢年鑑ディスプレイ産業賞2024」を12月に発
刊して全国構成員に配布いたしました。
②ディスプレイに関する調査研究及び技術の高度化
・安全教育研修による安全基準の教育と研修
　「職長・安全衛生責任者講習」を6月19、20日の両日及び8月
29、30日の両日に当連合会会議室にて受講者計37名で実施、8月
8、9日の両日に福岡にて20名で実施、10月22、23日の両日に広
島にて25名で実施いたしました。
　また、「職長・安全衛生責任者能力向上教育」を2月27日に当連
合会会議室にて受講者16名で実施いたしました。
③MICE のサステナブル運営推進
　日本のMICE のサステナブル運営を推進するために、設立され
たコンソーシアムに参加して評価制度などの策定を図ってきま
したが、イベントMICE 関係者のための「使いやすいサステナビ
リティガイドブック」が完成して当連合会ホームページよりダウ
ンロード及び活用ができるようにしました。

2	 	ディスプレイを通じて地域の活性化に寄与する事業
①地域活性化促進事業
　各地域で注目されたプロジェクトをクローズアップして選定
する「地域振興賞」を募集、PR しました。今年度は「第72回ザよ
こはまパレード　主催者フロート」が受賞しました。
②ディスプレイセミナーは今年度6月25日に広島にて開催いたし
ました。また来年度6月に大分開催を予定して準備を進めました。

3	 	ディスプレイを通じた産業の国際化に寄与する事業
①海外諸団体との交流及び事業への協力
　11月4日マレーシアにてAFECA総会に出席しました。

　本年度の我が国経済は、個人消費や設備投資の持ち直しによる企業収益の増加、また旺盛なインバウンド需要の下支えにより、穏やかな
回復基調が継続しております。
　その中にあって、当連合会は盛岡における総会・全国大会の開催、そして理事会、地区委員会等の会議行事を予定通り開催し、前期と同様に
東日本、中日本、西日本地区にて地区大会を開催して経営層のみならず若手社員間の交流を図ってきました。また年2回の「JAPAN	SHOP」
の協賛と出展を実施してきました。
　市場の景気上昇に伴い業界需要も増加傾向にありますが、資材価格高騰によるコスト増と価格競争の激化、人手不足問題、残業規制順守
への対応等取り組まなければならない課題も現出しております。

4	 �図書等の販売斡旋及び保険制度の斡旋等の事業
①「年鑑ディスプレイ産業賞」の販売
　｢年鑑日本の空間デザイン」の斡旋推進
　「賠償責任保険」の斡旋を例年通り実施いたしました。
　また、新たに「生命共済」も始めました。

5� �組織強化に資する事業
①会員相互の交流
　総会、全国大会、地区大会をはじめ主な会議や行事を予定通り
開催いたしました。
②広報事業
・機関誌「ND」を年間4回発刊、配布いたしました。
・	ホームページにおいてタイムリーな情報発信に努め各行事や
会議開催の速やかな掲載を実行いたしました。

・	各種報道機関からの取材に対応し、出稿及び情報提供に努めま
した。

・	トピックス等の情報を発信するための LINE 公式アカウント
のほかに「ディスプレイ産業賞」や「ディスプレイセミナー」に
ついて発信するためにインスタグラムとXを始めました。

・	ジャパンショップなどディスプレイ関連催事への支援と協力
を行いました。

③会員・構成員の増強
　徳島県ディスプレイ協会（構成員1社）が退会いたしましたが、
賛助会員、準会員とも各1社増加しました。
　コロナ規制緩和後に少しずつ増加しており、令和7年3月現在、
会員32団体、構成員数は747社となりました。

6� その他
①外部団体との交流
・	空間デザイン機構（JCD	DSA	SDA	NDF）として10月に大阪
で開催、3月に東京で開催されたジャパンショップに展示、参加
いたしました。

・	サイン4団体（（一社）日本屋外広告業団体連合会、（公社）日本サ
イン協会、（公社）日本サインデザイン協会）との連絡会を12月
17日に開催して近況報告、情報交換を行いました。

・	（一社）日本イベント産業振興協会等その他関連団体の賀詞交
歓会に出席いたしました。

以上
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第44回ディスプレイ産業賞（2025）応募要項
当連合会は、ディスプレイを通じて生活文化の向上および国土景観の発揚に寄与することを目的として活動をしています。
ここにディスプレイ優秀作品を賞揚し、その成果を公表して、ディスプレイ産業振興と社会認知の向上を目指します。

主催：一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会(略称NDF) 後援：経済産業省

募集開始 ２０２５年７月1日（火） 募集締切 ７月１４日（月）午前必着
※※郵郵送送、、宅宅配配便便等等ででののごご応応募募ををおお願願いい致致ししまますす。。持持ちち込込みみ一一切切不不可可。。
※応募作品は、原則として返却いたしません。
※締切日は消印日付ではありませんのでご注意下さい。※締切後の応募は無効とさせて頂きますのでご了承ください。

賞賞のの種種類類 ディスプレイ産業振興の見地から審査員の合議により次の各賞を選び、入賞作品のクライアント 及び
プロダクション（企画設計・製作施工等）に対して賞を贈ります。

・ディスプレイ産業大賞(経済産業大臣賞) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・１点

・ディスプレイ産業優秀賞（経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞）・・・各部門より1点計6点
・ディスプレイ産業奨励賞（日本ディスプレイ業団体連合会賞）・・・・・・・・・・・・・10点前後
・NDF特別賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1点
・入選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若干数

作作品品応応募募部部門門

審査対象 2024年5月１日～2025年4月30日までに開催または竣工、開業している作品、プロジェクト等。

審査項目 (デザイン重視ではなく、産業賞という名前にふさわしい各地域に密接し地域活性化や経済活動に貢献したもの、

話題性や新しい技術に優れたもの等、下記の項目を重視した選考をさせて頂きます。）

①社会性： 地域貢献、省エネ、ユニバーサル、少子高齢化、沈滞商業活性、雇用創出など、地域社会
  の課題解決を目的としたプロジェクト。環境配慮や社会生活に寄与する、継続的活動や持続

可能なプロジェクト。
②新しい技術： 新しい技術が使われていること。新産業や地域活性に寄与する、斬新なアイデアや優れたクリエイ

 ティビィティ。革新的な表現技術やコミュニケーションシステムの登用。
③話題性： 産業・社会・文化の発展に先導的な役割を果たし、波及効果が大きく期待できる活動やプロジェクト。
④経済効果： 経済効果に貢献していること。集客力、国内外への情報発信力など。
⑤景観： 景観を重視していること。良質な街並み形成や都市景観、また周辺環境との調和や上質化に顕著

  なプロジェクト。   
⑥地域活性： 地域の活性化に強く影響を与えたプロジェクト。

応募方法

下記応募送付物①から④を当連合会事務局へ送付してください。
 ②から④は66月月2200日日よよりり当当連連合合会会HHPPよよりりダダウウンンロローードドしてください。 

①①作作品品ボボーードド（（写写真真））(必須) 写写真真上上のの文文字字、、図図面面、、ススケケッッチチ等等のの記記載載一一切切不不可可とと致致ししまますす。。
・A3イラストボード（厚さ3mm前後）で1作品3枚以内。(４枚以上無効)

②②応応募募資資料料票票(必須)：作品/プロジェクト（制作、施工、企画、設計等の会社名）を記入する

・応募資料票は重要な情報となりますので、漏れなく入力(記入)し、作品ボードに同封して下さい。 作品ボードに貼付は不可。

・応募資料票に記載された作品名、クライアント、プロダクション名（制作、施工、企画、設計等の会社名）、撮影者等、
記載項目の応募締切後の変更、 追記、訂正、削除は一切不可となりますのでご了承ください。
いかなる場合においても応募資料票そのまま年鑑並びにHP掲載とさせて頂きます。（記載順番含む）

・応募社もプロダクション欄に必ず記入してください。記入もれの後日追記は致しかねます。
・応募責任者と当連合会事務局から連絡をする際の担当者が違う場合は、その旨を資料票に記載してください。

③③ココンンセセププトト記記入入票票(必須)
   ・「審査項目一覧」を参照し、注力した要件３件以上を選び、それぞれについて約２００文字記入して下さい。

  ・  作品ボードに同封して下さい。作品ボードに貼付は不可。動画応募の場合はQRコードを付記して下さい。（60秒以内）
動画は61秒以上は無効となりますのでご留意ください。

④④ボボーードドカカーードド（（作作品品枚枚数数詳詳細細））  (必須) 
 ・作品名、部門、作品ボードの枚数と順番を記入し、作品ボード裏面の右上に剥がれないように貼ってください。

作品ボードの数だけ必要となりますのでご注意ください。
    １作品１枚ではなく、全ての作品ボードそれぞれの裏に１枚ずつ貼ってください。
※ 尚、作品ボードや応募資料票が上記の項目に違反している作品、又は剥がれている場合は失格となる恐れがあります

 のでご注意ください。

審審査査員員一一覧覧予予定定（（敬敬称称略略）） 最終審査会日程：９月４日(木） ＠東京

審査委員長   橋爪   紳也  (大阪公立大学研究推進機構 特別教授）
審査副委員長 矢倉 俊彦   (当連合会 前ディスプレイ振興委員会委員長)
審査副委員長 出原 秀人  (一般社団法人日本空間デザイン協会 会長）

  (経済産業省)                          
                      五十嵐 靖晃（アーティスト)
                      石阪   太郎     (元電通 イベント＆スペース・デザイン局エグゼクティブプロデューサー）

    稲庭 彩和子（独立行政法人国立美術館ｱｰﾄﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 主任研究員）
櫻井 映子 （作曲家 編曲家）

       竹村 尚久   （SUPER PENGUIN株式会社 代表取締役 展示会デザイナー）
    山本 尚美 （資生堂クリエイティブ株式会社 前社長）     

■注意事項
○作品に盗作や写真データの加工・修正などの問題が確認された場合、又は2024年度以前に刊行された当連合会又は関連団体
の年鑑掲載作品等の不正応募等は審査終了後でも、賞の取消となります。

○応募者は、同一の作品の重複応募がないよう、事前に関係者間の調整を済ませた上で応募してください。
○作品の著作権、写真使用権、出版権、工業所有権などの管理や手続きは、応募者の責任で事前に行なってください。
○作品写真などの著作権はその著作者に留保されますが、賞作品は当連合会の刊行物・ホームページ・展覧会、シンポジウム、

メディア報道などで発表致しますので、写真使用・画像データのＣＤ化権利は当連合会に付与していただきます。許諾を得られ
ない時は賞の取消しとなります。又、応募資料票の撮影・図版欄にその著作者名の表示がないものは著作者の氏名表示を不要
とみなします。

 ■掲載発表等 ・その他
○入賞者、入選者の方々には当連合会より速やかに入賞、入選の旨をご連絡差し上げます。
○入賞者を贈賞式(10月30日（木）東武ホテルレバント東京に全員お呼びして、賞の詳細は贈賞式にて発表します。
○当連合会ホームページ、機関誌等において掲載されます。「年鑑ディスプレイ産業賞（2025）」の収録。
○個人名での応募は一切お受け致しませんので御了承ください。

応募書類締切後、請求書を送付予定。但し、誠に勝手ながら会社毎へまとめての請求とさせて頂きますのでご了承
ください。支店ごとに請求書がご希望の場合は、事前に事務局迄ご一報ください。

そそのの他他

11..  文文化化・・公公共共施施設設部部門門  ：博物館、美術館、科学館、資料館、ホール、学校、公共施設、公園等  

22..  余余暇暇・・観観光光施施設設部部門門 ：ホテル、旅館、リゾート施設、ステーション（駅・空港）空間、交通・観光情報、遊園地、テーマパーク

 ブライダル施設等

33..  商商業業・・複複合合施施設設部部門門  ：物販店、専門店、飲食店、百貨店、量販店、ショッピングセンター、チェーン店、環境サイン等

44..  博博覧覧会会・・展展示示・・イイベベンントト演演出出部部門門 ：博覧会、展示会、見本市、コンベンション・エキジビジョン等

55..  ププロロモモーーシショョンン・・演演出出部部門門  ：スポーツ・音楽・演劇・興行等。ショーウィンドウ、インストアディスプレイ、フロアディスプレイ、

  広告ディスプレイ、サイネージ・イルミネーション、インスタレーション、モニュメント、オブジェ、

  グリーンディスプレイ、ストリートディスプレイ、パレード、広告ＰＯＰ、プロジェクションマッピング、

  グラフィックディスプレイ等

66..  ワワーーククププレレイイスス部部門門  ：：ショールーム、医療施設、福祉施設、オフィス環境等

審査料 １１作作品品  2222,,000000円円（（消消費費税税22,,000000円円含含むむ）） イインンボボイイスス登登録録番番号号TT44001100000055001188772277

応募作品送付先・問合せ先　（一社）日本ディスプレイ業団体連合会事務局
5

第44回ディスプレイ産業賞（2025）応募要項
当連合会は、ディスプレイを通じて生活文化の向上および国土景観の発揚に寄与することを目的として活動をしています。
ここにディスプレイ優秀作品を賞揚し、その成果を公表して、ディスプレイ産業振興と社会認知の向上を目指します。

主催：一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会(略称NDF) 後援：経済産業省

募集開始 ２０２５年７月1日（火） 募集締切 ７月１４日（月）午前必着
※※郵郵送送、、宅宅配配便便等等ででののごご応応募募ををおお願願いい致致ししまますす。。持持ちち込込みみ一一切切不不可可。。
※応募作品は、原則として返却いたしません。
※締切日は消印日付ではありませんのでご注意下さい。※締切後の応募は無効とさせて頂きますのでご了承ください。

賞賞のの種種類類 ディスプレイ産業振興の見地から審査員の合議により次の各賞を選び、入賞作品のクライアント 及び
プロダクション（企画設計・製作施工等）に対して賞を贈ります。

・ディスプレイ産業大賞(経済産業大臣賞) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・１点

・ディスプレイ産業優秀賞（経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞）・・・各部門より1点計6点
・ディスプレイ産業奨励賞（日本ディスプレイ業団体連合会賞）・・・・・・・・・・・・・10点前後
・NDF特別賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1点
・入選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若干数

作作品品応応募募部部門門

審査対象 2024年5月１日～2025年4月30日までに開催または竣工、開業している作品、プロジェクト等。

審査項目 (デザイン重視ではなく、産業賞という名前にふさわしい各地域に密接し地域活性化や経済活動に貢献したもの、

話題性や新しい技術に優れたもの等、下記の項目を重視した選考をさせて頂きます。）

①社会性： 地域貢献、省エネ、ユニバーサル、少子高齢化、沈滞商業活性、雇用創出など、地域社会
  の課題解決を目的としたプロジェクト。環境配慮や社会生活に寄与する、継続的活動や持続

可能なプロジェクト。
②新しい技術： 新しい技術が使われていること。新産業や地域活性に寄与する、斬新なアイデアや優れたクリエイ

 ティビィティ。革新的な表現技術やコミュニケーションシステムの登用。
③話題性： 産業・社会・文化の発展に先導的な役割を果たし、波及効果が大きく期待できる活動やプロジェクト。
④経済効果： 経済効果に貢献していること。集客力、国内外への情報発信力など。
⑤景観： 景観を重視していること。良質な街並み形成や都市景観、また周辺環境との調和や上質化に顕著

  なプロジェクト。   
⑥地域活性： 地域の活性化に強く影響を与えたプロジェクト。

応募方法

下記応募送付物①から④を当連合会事務局へ送付してください。
 ②から④は66月月2200日日よよりり当当連連合合会会HHPPよよりりダダウウンンロローードドしてください。 

①①作作品品ボボーードド（（写写真真））(必須) 写写真真上上のの文文字字、、図図面面、、ススケケッッチチ等等のの記記載載一一切切不不可可とと致致ししまますす。。
・A3イラストボード（厚さ3mm前後）で1作品3枚以内。(４枚以上無効)

②②応応募募資資料料票票(必須)：作品/プロジェクト（制作、施工、企画、設計等の会社名）を記入する

・応募資料票は重要な情報となりますので、漏れなく入力(記入)し、作品ボードに同封して下さい。 作品ボードに貼付は不可。

・応募資料票に記載された作品名、クライアント、プロダクション名（制作、施工、企画、設計等の会社名）、撮影者等、
記載項目の応募締切後の変更、 追記、訂正、削除は一切不可となりますのでご了承ください。
いかなる場合においても応募資料票そのまま年鑑並びにHP掲載とさせて頂きます。（記載順番含む）

・応募社もプロダクション欄に必ず記入してください。記入もれの後日追記は致しかねます。
・応募責任者と当連合会事務局から連絡をする際の担当者が違う場合は、その旨を資料票に記載してください。

③③ココンンセセププトト記記入入票票(必須)
   ・「審査項目一覧」を参照し、注力した要件３件以上を選び、それぞれについて約２００文字記入して下さい。

  ・  作品ボードに同封して下さい。作品ボードに貼付は不可。動画応募の場合はQRコードを付記して下さい。（60秒以内）
動画は61秒以上は無効となりますのでご留意ください。

④④ボボーードドカカーードド（（作作品品枚枚数数詳詳細細））  (必須) 
 ・作品名、部門、作品ボードの枚数と順番を記入し、作品ボード裏面の右上に剥がれないように貼ってください。

作品ボードの数だけ必要となりますのでご注意ください。
    １作品１枚ではなく、全ての作品ボードそれぞれの裏に１枚ずつ貼ってください。
※ 尚、作品ボードや応募資料票が上記の項目に違反している作品、又は剥がれている場合は失格となる恐れがあります

 のでご注意ください。

審審査査員員一一覧覧予予定定（（敬敬称称略略）） 最終審査会日程：９月４日(木） ＠東京

審査委員長   橋爪   紳也  (大阪公立大学研究推進機構 特別教授）
審査副委員長 矢倉 俊彦   (当連合会 前ディスプレイ振興委員会委員長)
審査副委員長 出原 秀人  (一般社団法人日本空間デザイン協会 会長）

  (経済産業省)                          
                      五十嵐 靖晃（アーティスト)
                      石阪   太郎     (元電通 イベント＆スペース・デザイン局エグゼクティブプロデューサー）

    稲庭 彩和子（独立行政法人国立美術館ｱｰﾄﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 主任研究員）
櫻井 映子 （作曲家 編曲家）

       竹村 尚久   （SUPER PENGUIN株式会社 代表取締役 展示会デザイナー）
    山本 尚美 （資生堂クリエイティブ株式会社 前社長）     

■注意事項
○作品に盗作や写真データの加工・修正などの問題が確認された場合、又は2024年度以前に刊行された当連合会又は関連団体
の年鑑掲載作品等の不正応募等は審査終了後でも、賞の取消となります。

○応募者は、同一の作品の重複応募がないよう、事前に関係者間の調整を済ませた上で応募してください。
○作品の著作権、写真使用権、出版権、工業所有権などの管理や手続きは、応募者の責任で事前に行なってください。
○作品写真などの著作権はその著作者に留保されますが、賞作品は当連合会の刊行物・ホームページ・展覧会、シンポジウム、

メディア報道などで発表致しますので、写真使用・画像データのＣＤ化権利は当連合会に付与していただきます。許諾を得られ
ない時は賞の取消しとなります。又、応募資料票の撮影・図版欄にその著作者名の表示がないものは著作者の氏名表示を不要
とみなします。

 ■掲載発表等 ・その他
○入賞者、入選者の方々には当連合会より速やかに入賞、入選の旨をご連絡差し上げます。
○入賞者を贈賞式(10月30日（木）東武ホテルレバント東京に全員お呼びして、賞の詳細は贈賞式にて発表します。
○当連合会ホームページ、機関誌等において掲載されます。「年鑑ディスプレイ産業賞（2025）」の収録。
○個人名での応募は一切お受け致しませんので御了承ください。

応募書類締切後、請求書を送付予定。但し、誠に勝手ながら会社毎へまとめての請求とさせて頂きますのでご了承
ください。支店ごとに請求書がご希望の場合は、事前に事務局迄ご一報ください。

そそのの他他

11..  文文化化・・公公共共施施設設部部門門  ：博物館、美術館、科学館、資料館、ホール、学校、公共施設、公園等  

22..  余余暇暇・・観観光光施施設設部部門門 ：ホテル、旅館、リゾート施設、ステーション（駅・空港）空間、交通・観光情報、遊園地、テーマパーク

 ブライダル施設等

33..  商商業業・・複複合合施施設設部部門門  ：物販店、専門店、飲食店、百貨店、量販店、ショッピングセンター、チェーン店、環境サイン等

44..  博博覧覧会会・・展展示示・・イイベベンントト演演出出部部門門 ：博覧会、展示会、見本市、コンベンション・エキジビジョン等

55..  ププロロモモーーシショョンン・・演演出出部部門門  ：スポーツ・音楽・演劇・興行等。ショーウィンドウ、インストアディスプレイ、フロアディスプレイ、

  広告ディスプレイ、サイネージ・イルミネーション、インスタレーション、モニュメント、オブジェ、

  グリーンディスプレイ、ストリートディスプレイ、パレード、広告ＰＯＰ、プロジェクションマッピング、

  グラフィックディスプレイ等

66..  ワワーーククププレレイイスス部部門門  ：：ショールーム、医療施設、福祉施設、オフィス環境等

審査料 １１作作品品  2222,,000000円円（（消消費費税税22,,000000円円含含むむ）） イインンボボイイスス登登録録番番号号TT44001100000055001188772277

応募作品送付先・問合せ先　（一社）日本ディスプレイ業団体連合会事務局 104-0031東京都中央区京橋3-9-4新京橋ビル９階　TEL　03-5524-3101　FAX　03-3564-6116　メール　award@display.or.jp
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株式会社ユニティー
（大阪ディスプレイ協同組合）
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株式会社フジヤ
（大阪ディスプレイ協同組合）

野村菜々子 様

　

２０２６

Mar.

No.473

NIPPON
　　DISPLAY
NIPPON
　　DISPLAYNIPPON DISPLAY

２０２５

Jul.

No.471

NIPPON
　　DISPLAY
NIPPON
　　DISPLAYNIPPON DISPLAY

２０２６

Jan. No.472

NIPPON
　　DISPLAY
NIPPON
　　DISPLAYNIPPON DISPLAY

２０２５

May.

NIPPON
　　DISPLAY
NIPPON
　　DISPLAY

No.470

NIPPON DISPLAY

株式会社フジヤ
（東京ディスプレイ協同組合）

椿山信太 様
森樹里 様

　

株式会社フジヤ
（東京ディスプレイ協同組合）

安川由芙子 様

　

7

株式会社光響社
（愛知名古屋ディスプレイ協同組合）

松浦充登 様

次点
作品

NIPPON DISPLAY 3NDNIPPON DISPLAY 7ND
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NIPPON DISPLAY 1NDNIPPON DISPLAY 5ND
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株式会社デコラム 
（広島ディスプレイ協会）

阿部浩志 様

採用
作品
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JAPAN MICE Challenge 2025JAPAN MICE Challenge 2025

■視察イベントの事業概要
1．名　称：JAPAN MICE Challenge 2025
2．日　程：2025年3月6日（木）／3月7日（金）　2日間
3．場　所：沖縄県那覇市
4．会　場：ガンガラーの谷／国立劇場おきなわ
5．主　催： JAPAN MICE Challenge 2025 実行委員会 

（構成：一般社団法人日本コンベンション協
会、MPI Japan Chapter、株式会社DMC沖
縄、株式会社MICE ジャパン）

6．後　援：観光庁、日本政府観光局（JNTO）、沖縄県
7．協　賛：

【プラチナ】一般社団法人日本コンベンション協会
【ゴールド】沖縄MICEネットワーク／RX Japan株式会社
【シルバー】沖縄国際会議観光都市推進連絡協議会／株
式会社コングレ／株式会社コンベックス／日本コンベ
ンションサービス株式会社／株式会社ホットスケープ

【ブロンズ】株式会社 アカネクリエーション／株式会社
イベントサービス／株式会社キヌガワ／株式会社シー
マ／株式会社JTBコミュニケーションデザイン／株式
会社つむら工芸／株式会社PCO／株式会社ピーシー
オーワークス／株式会社プリプレス・センター／株式会
社マッシュ／株式会社ユニティ／株式会社レイ
8．協　力：株式会社DMC沖縄／株式会社ホットスケー
プ／株式会社PCO／株式会社南都（ガンガラーの谷）／
西尾レントオール株式会社／ロワジール那覇

■JAPAN MICE Challenge 2025の結果
1．参加者：登録参加者数…137人（内、発表学生45人）
2．MICE 誘致ピッチコンテストの概要と結果
　1）第1次ラウンド（予選会）
　　・日時：3月6日16:00～20:00
　　・会場：ガンガラーの谷 “CAVE Café”
　　・発表：全国9大学10チーム（発表学生：45人）
　2）決勝ラウンド
　　・日時：3月7日13:30～16:30
　　・会場：国立劇場おきなわ “ 小劇場 ”
　　・発表：決勝進出3チーム
　3）入賞結果
　　・最優秀賞：和歌山大学「Linkee」
　　・優 秀 賞： 國學院大學「おんせん県まち」 

國學院大學「ぼう・がんばんズ」
　　・イノベーティブビッド賞：和歌山大学「Linkee」
　　・審査員特別賞： 静岡大学「エコフローラ」 

國學院大學「おんせん県まち」
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－ 視察結果報告 －－ 視察結果報告 －

1．株式会社シーマ 代表取締役社長 堤　　裕成
2．株式会社つむら工芸 代表取締役 浜田　　晋
3．株式会社つむら工芸 取締役 浜田　　壮
4．株式会社キヌガワ 代表取締役統括社長 衣川　正一
5．株式会社ユニティー 代表取締役社長 林　　洋一
6．株式会社シミズオクト 取締役副社長 清水佳代子

参加リスト

本選・国立劇場おきなわ

予選・ガンガラーの谷

9

〈警視庁からの御案内〉
①在留カード等読取アプリケーション サポートページ
HTTPS://WWW.MOJ.GO.JP/ISA/APPLICATIONS/PROCEDURES/RCC-SUPPORT.HTML

在留カード及び特別永住者証明書が真正なものであることを認証するとともに、在留カード

等のＩＣチップ内に記録された氏名等の情報をもとに在留カード等の券面上に印字されている
内容をそのまま画面に表示するためのアプリケーションです。

このアプリケーションは、法令で定めるもの以外に雇用契約や諸取引などの場で、身分確認
を行う必要がある場合に利用するものです。御利用の際には、他の身分証明書と同様、本人の
同意を得た上で在留カード等の提示を受けることが必要です。

☆在留カードを確認するアプリについて 001406558.PDF

②外国人の適正な雇用について
不法就労者を雇用した事業主は不法就労助長の処罰対象になります。
詳細は下記をご覧ください。
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kurashi/anzen/live_in_tokyo/tekiseikoyo.html

「職長・安全衛生責任者教育」講習会開催（関東地区）のご案内

開催日時 ：2025年6月19日（木）～20日（金）９：３０～１７：３０ （受付9：00-9：30）
開催場所 ：当連合会の会議室（東京都中央区京橋3-9-4新京橋ビル9階）

（最寄駅）宝町駅、京橋駅、銀座一丁目駅

対象者目安：実務経験１年以上かつ満20歳以上で、現場において直接作業員を指揮監督する者
定 員 ：２０名（小人数・充実カリキュラム）
受講 料 ：１６，５００円（消費税、テキスト・教材費等）

【問合せ先】 (一社）日本ディスプレイ業団体連合会 事務局
TEL:０３-５５２４-３１０１ FAX:０３-３５６４-６１１６
メール：jimukyoku@display.or.jp

※お申込み方法等につきましては、構成員の皆様方へ追って詳細をご連絡差し上げます。
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どもは、イベント、ディスプレイ、サインなどの企画、設計、施工
を行っています。図面、デザイン、3D パースに始まり、I/J 出

力、サイン製作、木工製作、現場施工まで、全て自社で製作します。
現場での臨機応変で素早い対応や、美しい仕上げのみならず、安
心安全をモットーとしています。
　入会にあたり、ディスプレイ業界に少しでも貢献できればと思って
います。
　ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

限会社イトバンです。弊社は1970年の創業以来、金属製
立体文字やサイン看板の製作を中心に、レーザーカットや行

灯外装の板金加工など、多岐にわたる製品を提供してまいりまし
た。愛知県あま市の自社工場にて最新設備を駆使し、高品質かつ
短納期で、お客様の多様なニーズにお応えしております。
　アクリル工場竣工を機に、ディスプレイ業界の皆様に向けて店
舗やイベント会場で目を引く立体文字やモニュメントサイン、アクリ
ル製ディスプレイ小物、UV 印刷など幅広い製品ラインアップの展
開を目指しております。本格稼働に向けて、独自の技術と最新設備
を活かし、より高品質な製品を提供できる体制を整えてまいります。
　これからも「挑戦する精神」を持ち続け、さらなる可能性を追求し
てまいりますので、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げま
す。

有限会社 ダーズ（愛知県名古屋） 有限会社 イトバン（愛知名古屋）

愛知県名古屋市緑区鳴海町字母呂後202
有限会社ダーズ
代表取締役 竹中直幸

愛知県あま市二ツ寺鬼田106-2
有限会社イトバン
取締役社長 伊藤友美

の度はご縁を頂き、東京ディスプレイ協同組合に入会させて
いただくことになりました。

　弊社は無線機・インカムの販売、レンタル、中古流通を事業展開
しており、人が集まる現場において必要不可欠なボイスコミュニ
ケーションツールを提供しております。これまで全国80,000以上の
顧客との取引実績があり、現場の円滑化、効率化に貢献してまいり
ました。
　今回のご縁を機に、日本のディスプレイ業界のより一層の発展
に微力ながら貢献できるよう尽力していきたいと思います。
ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。

株式会社 エクセリ（東京）

東京都墨田区菊川3-17-2
アドン菊川ビル4F
株式会社エクセリ
代表取締役社長 吉田統一

こ

私

員の皆さま、こんにちは。株式会社近創です。
この度、ご縁を頂きまして東京ディスプレイ協同組合に入会

させて頂きました。
　『豊かな発想と確かなデザイン力で、時代とお客様のニーズを捉
え、快適でハイクオリティな空間を提案。』これが株式会社近創の
企業メッセージです。
　弊社は、近鉄グループの一員で主に百貨店、商業施設、ホテル
などの内装工事、家具什器の製作、サイン工事やセールスプロモー
ションやディスプレイなど幅広い分野を手掛けております。会員の皆
様と共にディスプレイ業界の発展に貢献していけるよう微力ではご
ざいますが、努力していく所存ですのでどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

株式会社 近創（東京）

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋1-5-1
あべのルシアス7階
株式会社近創
代表取締役 住友広之

会

有
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式会社丸八テント商会は、昭和26年の創業以来74年にわ
たり、膜材（テント）を活用した構造物の企画・設計・施工を

一貫して手がけてまいりました。商業施設・産業施設・公共空間に
加え、オリンピックや万博などの国際的なイベントにおいても多数の
施工実績を有しています。当社が手がけるテント膜構造物は、柔軟
で軽量な素材特性を活かし、機能性・デザイン性・経済性を兼ね備
えた空間を提供します。お客様のニーズに応じた完全オーダーメイド
の提案と、長年培ってきた高い施工技術によって、唯一無二の「オ
ンリーワン」の空間づくりを実現しています。
　また、技術の継承と人材育成にも力を入れており、社員一人ひと
りが知識と経験を積み重ね、成長を続けています。当社の取り組み
や施工事例は、各種メディアにも多数掲載され、業界内外からも高
い評価をいただいております。
　今後も、テントの可能性をさらに広げ、「丸八ブランド」の確立とグ
ローバル展開を視野に、より多くの方々に
価値ある空間を届けてまいります。

力的な企画提案・デザイン、精緻な設計、充実した生産設備
と徹底した生産管理下での製作・施工、全国一括メンテナ

ンスなど、お客様に寄り添った価値あるサービスを一社で担うワンス
トップソリューションカンパニーです。

の度は、熊本ディスプレイ協会に入会させて頂き誠にありが
とうございます。

　弊社はイベントの企画・制作・運営・施工及びイベント用品のレン
タル・販売等をおこなっております総合イベント会社です。
　1975年の創業以来、人と人が繋がるコミュニケーションの場に
感動を創造し、お客様と地域に貢献できる企業を目指しておりま
す。
　微力ではございますが、業界のより一層の発展のために寄与でき
ますよう頑張ってまいります。
　何卒ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

株式会社 丸八テント商会（愛知県名古屋） ラッキー工芸株式会社（大阪）

株式会社 アドルーム（熊本）

愛知県名古屋市中区栄5-7-10
株式会社丸八テント商会
代表取締役 佐藤　均

大阪府大阪市淀川区西中島4-11-21
新大阪コパービル
ラッキー工芸株式会社
代表取締役社長 藪口真太郎

熊本県熊本市東区錦ヶ丘7-24
株式会社アドルーム
代表取締役 小野健次

株 魅

こ青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村167-1
代表取締役　兼平義則

株式会社 兼平建設

茨城県水戸市鯉渕町2917-6
代表取締役　玉木　健

株式会社スタジオピース

大阪府大阪市阿倍野区昭和町1-20-8
代表取締役　高須賀正仁

スガ電工株式会社

熊本県熊本市中央区保田窪1丁目11-30
代表取締役　本間乳足

株式会社 イフリート

11



5月

22日（木） 第14回通常総会・
第57回全国大会

ホテル阪急インター
ナショナル（大阪）

27日（火） 警視庁研修 日デ連会議室

6月
19-20日

（木 - 金）
職長・安全衛生責任者教育
講習会 日デ連会議室

26日（木） 西日本地区委員会 J:COM ホルトホール
大分

27日（金） ディスプレイセミナー J:COM ホルトホール
大分

7月

 3日（木） 東日本地区委員会 ホテルアップルパレ
ス（青森）

16日（水） 中日本地区委員会 都ホテル四日市
（三重）

31日（木） ディスプレイ産業賞
「第一次審査」 9-12

プラザマーム（東京）
2F

5月 7月 　行楽シーズン真っ盛りの春、過ごしやすい気温に観光しやすい
この時期、ゴールデンウイークに旅行された方 も々多いのではない
でしょうか。
　私は近年あちこち行ってみたい場所は増える一方なのですが、
根っからのインドアタイプな為、「どこでもドアがない現実」に、なかな
か最初の一歩が踏み出せずにいる今日この頃です。
　そこで、遠藤専務が撮影されるプロ級の美しい景色を眺めて
は、癒されながら、「行った気」になって楽しませて頂いています。
　あっという間に厳しい暑さがやってくる前に、旅行を楽しまれる皆
様方、「どうぞご安全に！」

　撮影：専務理事　遠藤芳明　　　　文：事務局長　金坂悦子

ローズマリー公園ローズマリー公園

江ノ島江ノ島

南房総の夕日南房総の夕日

福岡糸島の海福岡糸島の海

1212

多彩なメディアと豊富な出力サービスで、
堀内カラーならではの高画質・高品質
をお約束します。

企画・提案から画像コンテンツ制作、およ
びメディア出力と施工に至るまで、広告に
関わるすべてをトータルプロデュース
します。

サイン・ディスプレイのお問い合わせ先 サイン&ディスプレイ 部
〒104-0031  東京都中央区京橋3-6-6  エクスアートビル2F
TEL:03-6893-0512  FAX:03-6893-0515
E-mail :media@horiuchi-color.co.jp

https://www.horiuchi-color.co.jp

サイン&ディスプレイ 営業課
〒530-0028  大阪府大阪市北区万歳町3-17
TEL:06-6313-2361  FAX:06-6366-5164
E-mail : osaka_media@horiuchi-color.co.jp

店舗ディスプレイ

屋外広告

ディスプレイ商品

交通広告

展示会

堀内カラーならではの
商品&多彩な出力

大型フラットベット
UVプリント

軽量LEDモバイル
ライトボックス

厚盛り表現、透明グロス、多種素材
に直接プリントが可能。他社と異
なる、注目度の高いディスプレイ
で集客効果を高めます。

LEDライトボックスと防炎ファブ
リッククロスを組み合わせたディ
スプレイ。バナースタンドの新し
いカタチとして注目を集めます。



私たちはデザインや出版物の制作を通して、
大 切 な お 客 さ ま に 信 頼 さ れ る こ と 、
愛 さ れ る こ と が い ち ば ん の 幸 せ で す 。

■企画制作・編集代行 編集業務サポート、企画・デザイン

■データ編集・DTP 学術関連の高度なデータ編集（学会、協会、学校）
 アニュアルレポート、報告書（企業、労働組合）
 ワード・エクセルによるデータ編集、管理（報告書、名簿）

■印刷加工 オフセット印刷、オンデマンド印刷、バリアブル印刷、
 PUR製本、POP印刷

■WEBサイトの運営事業 戦国ヒストリー



安心感と足場の事なら
お任せください

株式会社 齋藤組
https://www.tobi-saitogumi.co.jp

大臣許可（般‐29）第27004号
東京都八王子市打越町344-4  北野シティプラザ204
TEL 042-649-1617   FAX 042-649-1618





ライティングバー「LUX」/ 立体型テントフレーム「KONLIGO」 / 強構造システム部材「LIG」/ 二階建てシステム部材「MAX」
床上げシステム部材「Eco Floor」 / 大型出力機等　新商材・機材多数

NEW
EXH IB IT ION
ITEM

バーチャル空間で新製品の体験を‼






